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1. 地球温暖化問題にまつわる最近の事件
・過去気温データの破綻

・IPCC報告書と利害関係

2. 「本当の」気温変化 ・データ、原因、気候感度

3. 気候変動と要因 ・海洋と太陽、エアロゾルなど

4. 対策とエネルギー ・原子力、バイオ燃料、石炭
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1. 地球温暖化問題にまつわる最近の事件1. 地球温暖化問題にまつわる最近の事件

IPCC(気候変動に関する政府間パネル)報告書
を基にしてCO2削減が叫ばれているが、その

土台となる情報に疑問も生じている。これは、

科学のあり方を考える上でも参考になると思

われる。いくつかの例を紹介したい。

IPCC(気候変動に関する政府間パネル)報告書
を基にしてCO2削減が叫ばれているが、その

土台となる情報に疑問も生じている。これは、

科学のあり方を考える上でも参考になると思

われる。いくつかの例を紹介したい。

これらの例は、科学のプロセスが、いかに研究者
の動機によって歪められるかを示す。

これらの例は、科学のプロセスが、いかに研究者
の動機によって歪められるかを示す。



R. Hilborn, Faith-based Fisheries, Fisheries 31, 554 (2006)R. Hilborn, Faith-based Fisheries, Fisheries 31, 554 (2006)

I suggest the fisheries community needs to look at itself and 
question whether there is not within our own field a strong 
movement of faith-based acceptance of ideas, and a search for 
data that support these ideas, rather than critical and skeptical 
analysis of the evidence.

水産学の学界は自らを振り返って見て欲しい。我々自身の分野に

おいて、信念だけで学説を受け入れたり、都合の良いデータを探

したりする傾向が強くはないか。本当に必要なのは、むしろ批判

的で懐疑的な分析ではないのか。

I suggest the fisheries community needs to look at itself and 
question whether there is not within our own field a strong 
movement of faith-based acceptance of ideas, and a search for 
data that support these ideas, rather than critical and skeptical 
analysis of the evidence.

水産学の学界は自らを振り返って見て欲しい。我々自身の分野に

おいて、信念だけで学説を受け入れたり、都合の良いデータを探

したりする傾向が強くはないか。本当に必要なのは、むしろ批判

的で懐疑的な分析ではないのか。

水産学者の警告水産学者の警告

他山の石に他山の石に
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1. 地球温暖化問題にまつわる最近の事件

1.1  過去気温データの破綻

・ホッケースティック(HS)曲線事件の顛末

1.2 IPCC報告書とステークホルダー(利害関係)

・グレーシャーゲート事件
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http://www.grida.no/climate/ipcc_tar/wg1/563.htm

ここ～1000年

Mannらのデータ
20世紀の気温上昇が顕著

0.5～1℃/100年M. マンらのホッケースティック曲線 (1999)M. マンらのホッケースティック曲線 (1999) 20世紀は異常か?20世紀は異常か?

過去気温の推定過去気温の推定 ホッケースティック(HS)曲線ホッケースティック(HS)曲線
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年輪の例

金子信博氏提供

高気温、多雨で年輪幅大 –気候の指標に使える

各樹木の履歴が重要

(右の試料では、氷河に引
きずられてできた傷の箇所

から、成長が速くなった)

各樹木の履歴が重要

(右の試料では、氷河に引
きずられてできた傷の箇所

から、成長が速くなった)

http://climateaudit.files.wordpress.com/2009/11/luckman_scar_detail.jpg

気温の指標になるとは限らない気温の指標になるとは限らない
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http://www.newscientist.com/data/images/ns/cms/dn23247/dn23247‐1_1200.jpg

「第二」ホッケースティック曲線 (Marcott et al., A reconstruction of regional and 
global temperature for the past 11,300 years, Science, 3月8日、2013年)
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http://wattsupwiththat.com/2013/03/26/wheres
‐the‐hockey‐stick‐the‐marcott‐9‐show‐no‐
warming‐past‐1950/#more‐82849

・コア上端の年代が2000年近くま
である試料では、20世紀の気温
急上昇を示すものはない
・IPCCの結論では、20世紀前半は
自然変動、人為的な影響は1970
年以降

1900～1960に気温上昇



http://climateaudit.files.wordpress.com/201
3/03/md95‐2043‐recent.png

http://climateaudit.org/2013/03/16/
the‐marcott‐shakun‐dating‐service/

“It is taking all my will power not to make an 
obvious comment at this point.” S. McIntyre
この時点で、明明白白なコメントをしないよう
にするには、意志の力全てが必要だ。

・海底コアなどの年代決定に大き
な問題が発覚 (S. MacIntyre)
・左の例では、コア上端が945年な
のに、1950年に変更
・その結果、左下のように20世紀
の気温上昇が出現
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グレーシャーゲート事件－ IPCC報告書におけるヒマラヤ氷河についての記述
は、根拠がなく、気候変動のインパクトを強調するために誇張された。

IPCC AR4, WGII, 10.6.2 The Himalayan glaciers

Glaciers in the Himalaya are receding faster than in any other part of the world (see 
Table 10.9) and, if the present rate continues, the likelihood of them disappearing by 
the year 2035 and perhaps sooner is very high if the Earth keeps warming at the current 
rate. Its total area will likely shrink from the present
500,000 to 100,000 km2 by the year 2035 (WWF, 2005).

WWF (World Wildlife Fund), 2005: An overview of glaciers, glacier retreat, and 
subsequent impacts in Nepal, India and China. World Wildlife Fund, Nepal Programme, 
79 pp.

Glaciers in the Himalaya are receding faster than in any other part of the world (see 
Table 10.9) and, if the present rate continues, the likelihood of them disappearing by 
the year 2035 and perhaps sooner is very high if the Earth keeps warming at the current 
rate. Its total area will likely shrink from the present
500,000 to 100,000 km2 by the year 2035 (WWF, 2005).

WWF (World Wildlife Fund), 2005: An overview of glaciers, glacier retreat, and 
subsequent impacts in Nepal, India and China. World Wildlife Fund, Nepal Programme, 
79 pp.

ヒマラヤ氷河は世界の氷河の中で最も速く後退しており、現在の速度が継続すれ

ば2035年までに消失する可能性が高い。また、地球の温暖化速度が維持すれば、
さらに早くなる。全面積は現在の50万km2から10万km2に収縮するだろう(WWF, 
2005)。

ヒマラヤ氷河は世界の氷河の中で最も速く後退しており、現在の速度が継続すれ

ば2035年までに消失する可能性が高い。また、地球の温暖化速度が維持すれば、
さらに早くなる。全面積は現在の50万km2から10万km2に収縮するだろう(WWF, 
2005)。

査読論文誌では
ない報告書

査読論文誌では
ない報告書 12



V. K. Raina, http://www.earthtimes.org/articles/show/304455,indian-ecology-minister-ramesh-says-i-was-
right-on-glaciers-melting.html

ヒマラヤ氷河の実際ヒマラヤ氷河の実際

Gangotri氷河: 長さ30 
km

Gangotri氷河: 長さ30 
km

*1971-2001年に約700m後退
*以降は後退速度低下
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情報の流れ(情報ロンダリングはどのようにして起きたか)情報の流れ(情報ロンダリングはどのようにして起きたか)

1. ニューサイエンティスト誌の記者がインドの氷河研究者S. ハスネイン
にインビューを行った。「ヒマラヤの氷河は数十年でなくなる」という

大げさな発言を、記者が「2035年には消失」とした。

2.ニューサイエンティストの記事をWWF報告書が引用。

3. IPCC責任著者のM.ラルがWGII報告書の6章(アジア)にWWF報告書を引
用。ラルは後に、「間違いは知っていた」と発言。

4.WGII報告書のレビュー過程では的確な指摘なし。

5.氷河の専門家ケイザー(WGI著者)が問題点を指摘したが、訂正なし。

1. ニューサイエンティスト誌の記者がインドの氷河研究者S. ハスネイン
にインビューを行った。「ヒマラヤの氷河は数十年でなくなる」という

大げさな発言を、記者が「2035年には消失」とした。

2.ニューサイエンティストの記事をWWF報告書が引用。

3. IPCC責任著者のM.ラルがWGII報告書の6章(アジア)にWWF報告書を引
用。ラルは後に、「間違いは知っていた」と発言。

4.WGII報告書のレビュー過程では的確な指摘なし。

5.氷河の専門家ケイザー(WGI著者)が問題点を指摘したが、訂正なし。

専門家が書いたのではない。また専門家のチェックがない(無視?)。専門家が書いたのではない。また専門家のチェックがない(無視?)。

伊藤公紀、『ウェッジ』、2010年3月号 14



2. 「本当の」気温変化

2‐1データの信頼性

・地表気温測定の問題点(観測点の劣化、都市化)

・信頼性の高いデータ(衛星測定など)

2‐2 変化の原因

・最近の研究を例に(海表面温度変化は自然変動)

2‐3 気候感度 (CO2二倍で気温は何度上がるか)

・モデルと観測の乖離(IPCCの見積もりは過大評価)
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NOAAの標準気象ステーション
http://www1.ncdc.noaa.gov/pub/data/uscrn/documentation/program/X030FullDocumentD0.pdf

理想的
な測定
サイト

理想的
な測定
サイト

*気温測定について
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http://data.giss.nasa.gov/cgi-bin/gistemp/gistemp_station.py?id=210478990000&data_set=1&num_neighbors=1

http://www.asahi-net.or.jp/~rk7j-kndu/kisho/kisho07.html

*3箇所(寿都、宮古、室戸岬)しかない日本の適正サイト
*他のサイトでは、「陽だまり効果」による温暖化バイアス

(近藤純正・東北大名誉教授)

*3箇所(寿都、宮古、室戸岬)しかない日本の適正サイト
*他のサイトでは、「陽だまり効果」による温暖化バイアス

(近藤純正・東北大名誉教授)

室戸岬の気温変化データ (NASAのサイトより)室戸岬の気温変化データ (NASAのサイトより)
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http://berkeleyearth.lbl.gov/stations/156164

都市化(ヒートアイランド効果)の例 東京
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http://gallery.surfacestations.org/watts-NYC-2008/page68.html

テキサス州ランパサスでの気温測定テキサス州ランパサスでの気温測定
誤差の要因3

サイトの劣化サイトの劣化
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http://data.giss.nasa.gov/cgi-bin/gistemp/gistemp_station.py?id=425722570030&data_set=0&num_neighbors=1

観測サイトの移動

*ミクロな都市化
現場を見ないと判らない

*ヒートアイランド現象とは別

*ミクロな都市化
現場を見ないと判らない

*ヒートアイランド現象とは別

テキサス州ランパサスでの気温測定テキサス州ランパサスでの気温測定
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米国A.Wattsの調査米国A.Wattsの調査 現実は現実は

http://www.surfacestations.org/

Surfacestations project reaches 82.5% of the network 
surveyed. 1007 of 1221 stations have been examined in the USHCN 
network. The Google Earth map below shows current coverage.

22
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http://wattsupwiththat.files.wordpress.com/2013/04/tlt_update_bar-0313.png

1980-2000に0.3-0.4℃上昇、ここ約15年は上昇なし

対流圏下部 衛星測定気温データ

1980 19901985 2005 20101995 2000
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2,000-year-long temperature and hydrology 
reconstructions from the Indo-Pacific warm 
pool, D. W. Oppo et al., Nature, Vol 460 (27 
August 2009) 1113-1116

中世温暖期の海表面温

度は、現在と同じくら

いだったようだ。

中世温暖期の海表面温

度は、現在と同じくら

いだったようだ。

最近の論文より最近の論文より

海底コアの分析
全期間に同じ手法を適用
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IPCCFig.4 Simulations

IPCCの診断: 気候モ
デルから

20世紀の前半は自然
変動

後半は温室効果ガス

IPCCの診断: 気候モ
デルから

20世紀の前半は自然
変動

後半は温室効果ガス

対策:温室効果ガス
を減らす

気温下降

気候変動減少

対策:温室効果ガス
を減らす

気温下降

気候変動減少
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W. G. Large and S. G. Yeager, On the Observed 
Trends and Changes in Global Sea Surface 
Temperature and Air–Sea Heat Fluxes (1984–
2006),  J. Climate, 25, 6123-6135 (2012.)
「観測に基づく、地球規模の海表面温度
と大気-海洋熱流の傾向と変化」

1984年-2006年のSST (Sea Surface Temperature、海表面温度)上昇は自然変動

*太平洋、インド洋など、各海盆で海表面
温度が上昇

*北極海、南極海は上昇小
*北大西洋での上昇は、北大西洋振動
(NAO)の影響－暖流の流れ込みによる



W. G. Large and S. G. Yeager, On the 
Observed Trends and Changes in Global Sea 
Surface Temperature and Air–Sea Heat 
Fluxes (1984–2006),  J. Climate, 25, 6123-
6135 (2012.)

各海盆におけるSST (Sea Surface 
Temperature、海表面温度)の変化

1984年-2006年において、
海表面温度は、どの海盆

でも上昇。平均値0.28℃。

ただし、 1984年-2006年は、
衛星測定による熱移動データが

良好な期間

全球平均

大西洋

太平洋

インド洋

南極海

北極海
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*1983年-2006年の期間に、海表面温度は世界平均

で0.28℃上昇した。

*温室効果ガスの増加で説明されることが多いが、

大気と海洋の熱移動の測定から否定。

*垂直方向の海水移動の関与 (エルニーニョ類似か)

*海洋内部の自然変動による。

W. G. Large and S. G. Yeager, On the Observed Trends and Changes in Global Sea Surface 
Temperature and Air–Sea Heat Fluxes (1984–2006),  J. Climate, 25, 6123-6135 (2012.)

Large & Yeagerの結
論
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IPCC AR4, Fig. 10.25. Equilibrium climate sensitivity and transient response.

*雲に対するスーパーパラメーター化
Wyant et al., GRL, 2006

*空間分解能7 km , Miura et al., 2005

*雲に対するスーパーパラメーター化
Wyant et al., GRL, 2006

*空間分解能7 km , Miura et al., 2005

大循環モデルと観測は近づいている?大循環モデルと観測は近づいている?

最近の観測最近の観測

最大エントロピー生成最大エントロピー生成
大循環モデル大循環モデル

平衡気候感度 (℃)

C
O

2二
倍
時
の
温
度
上
昇

(℃
)
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3.気候変動と要因の診断

3‐1診断と誤診断

・北極圏(永久凍土の上の建物など)、ハリケーン、

ツバル、マラリア

3‐2 自然要因

・海洋、太陽、火山

3‐3 人為的要因

・エアロゾル、土地利用
33
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永久凍土の融解による家屋の崩壊永久凍土の融解による家屋の崩壊

『不都合な真実』p.132-133より 35



ACIA: Arctic Climate Impact Assessment (2004), p. 929
16.3.2. Buildings

ACIA: Arctic Climate Impact Assessment (2004), p. 929
16.3.2. Buildings

永久凍土の融解永久凍土の融解

家屋等の建設予定地の下に永久凍土があ

るときには、建物の暖房の熱が伝わって

永久凍土が融けることがないように基礎

を作る必要がある。このために、建物を

杭などの上に据えて地面から離すことが

多い。

家屋等の建設予定地の下に永久凍土があ

るときには、建物の暖房の熱が伝わって

永久凍土が融けることがないように基礎

を作る必要がある。このために、建物を

杭などの上に据えて地面から離すことが

多い。

アラスカ、カナダ、スカンジナビア、シ

ベリアの永久凍土帯では、現在、何千も

の建築物が杭を使った基礎の上に作られ

ている。

アラスカ、カナダ、スカンジナビア、シ

ベリアの永久凍土帯では、現在、何千も

の建築物が杭を使った基礎の上に作られ

ている。赤祖父俊一『正しく知る地球温暖化』、
(誠文堂新光社、2008年)より

手抜き工事の例
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Correction
Due to an editorial error, the original image associated with this Letter was not a 
photograph but a collage. The image was selected by the editors, and it was a mistake 
to have used it. The original image has been replaced in the online HTML and PDF 
versions of the article with an unaltered photograph from National Geographic. 

Correction
Due to an editorial error, the original image associated with this Letter was not a 
photograph but a collage. The image was selected by the editors, and it was a mistake 
to have used it. The original image has been replaced in the online HTML and PDF 
versions of the article with an unaltered photograph from National Geographic. 

Science 7 May 2010: vol. 328. 
no. 5979, pp. 689 - 690

Scienceの記事の
写真は合成だった

Scienceの記事の
写真は合成だった

行き過ぎた
シロクマの
イコン(聖像)化

行き過ぎた
シロクマの
イコン(聖像)化



G. M. Durner et al., Consequences of long-distance swimming and travel over deep-water pack ice for a 
female polar bear during a year of extreme sea ice retreat,  Polar Bilogy, published online 14 January 2011.

子グマを連れたメスのホッキョクグマが、9日で連続687 km泳いでアラスカ沖を移
動。その後1800 km移動し、体重は22%減少。 学名 Ursus maritimus 海のクマ
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http://arctic.atmos.uiuc.
edu/cryosphere/

海氷面積
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経済損失の増加経済損失の増加

社会の脆弱性の増加による 『不都合な真実』p.102-103より

1960 2006
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R. Pielke Jr., C. Landsea et al., Nat. Hazards Rev., Feb. 2008, 29-42.

ハリケーンによる被害は最近になって増えた。その理由は?ハリケーンによる被害は最近になって増えた。その理由は?
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R. Pielke Jr., C. Landsea et al., Nat. Hazards Rev., Feb. 2008, 29-42.

補正をすると、ハリケーンの被害は昔も大きかった補正をすると、ハリケーンの被害は昔も大きかった
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衛星からの高度測定

IPCC

海面上昇1993-2003 海水の熱膨張による分

海面上昇－膨張分

場所(と時期)による違いが大: 対策

原因: 海水の熱膨張(50%)、陸氷の融
解(アラスカ氷河など、40%)、地下水の
流入30%?

潮汐による潮位変化は数m

気圧変化で数十cm
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国立環境研・高橋潔氏の記事より国立環境研・高橋潔氏の記事より

いろいろな因子

特に社会的要因
の重要性

いろいろな因子

特に社会的要因
の重要性
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D. J. Rogers & S. E. Randolph, The 
Global Spread of Malaria in a Future, 
Warmer World,  Science, 289, 1763-
1766 (2000); erratum 19 Jan. (2001)

2050年までに気温～3.5℃上昇
というモデルでの予想

マラリア感染域の拡大・縮小

2000年
現在

2050年

差

モデルにより、
+2300万人(増加)、
-2500万人(減少)
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3.気候変動と要因の診断

3‐1診断と誤診断

・北極圏(永久凍土の上の建物など)、ハリケーン、

ツバル、マラリア

3‐2 自然要因

・海洋、太陽、火山

3‐3 人為的要因

・エアロゾル、土地利用
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漁業への影響 & 自然変動
ペルー沖での漁獲高

F. P. Chavez et al., “From Anchovies to Sardines and Back: Multidecadal
Change in the Pacific Ocean,” Science, 299, 217-221 (2003)

カリフォルニアの
イワシ漁

スタインベック、
「キャナリーロウ
(缶詰横丁) 」

北海道ニシン漁
の衰退

アンチョビー イワシ
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F. P. Chavez et al., “From Anchovies to Sardines and Back: Multidecadal Change in the Pacific 
Ocean,” Science, 299, 217-221 (2003)

イワシ型海温分布の特徴

型の交代

型
指
数

アンチョビー型 年 クロロフィル量

太平洋十年振動
(Pacific Decadal 
Oscillation: PDO)
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3.11new2

http://www.sunspot.noao.edu/PR/wlZoo.html
National Solar Observatory, Sacramento Peak

羊毛斑

正確に

は白斑

(Facula)

黒点

活動領域

太 陽
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3.5黒点数

細い実線は黒点数 (ftp://ncardata.ucar.edu/datasets/ds834.0/) 。太い灰線は初期の黒点データ
(ftp://ftp.ngdc.noaa.gov/STP/SOLAR_DATA/SUNSPOT_NUMBERS/ ANCIENT_DATA/)

マウンダー
ミニマム
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D. Verschuren et al., Nature 403, 410 - 414 (2000) 

アフリカ
の湖

アフリカ
の湖

集落の歴史

繁栄、旱魃

太陽活動

湖の深さ

水資源が豊かなときに繁栄水資源が豊かなときに繁栄 太陽活動大 旱魃(降水量小)太陽活動大 旱魃(降水量小)

小氷期中世温暖期
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太陽風と磁気圏の相互作用太陽風と磁気圏の相互作用

伊藤、地球惑星科学連合大会’08-’13

aa指数 太陽風エネルギーに比例

対流圏

成層圏

・宇宙気象学・宇宙気候学のミッシングリンク
太陽風 磁気圏 熱圏 中間圏 成層圏
対流圏 地表
・成層圏オゾンが関与か?

地
表

52



http://icecap.us/images/uploads/Ocean_Multidecadal_Cycles.pdf

火山(硫酸エアロゾル)自然変動の影響の例
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2.G.Pinatubo

フィリピンのピナツボ山が噴火した後に観測された気温変化の様子(模式図)。
元データは、Alan Robock Volume 295, Science, 2002年2月15日号、1242-1244頁。
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近藤純正、「地表面に近
い大気の科学」p.281

火山噴火と東北地方の凶作
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近藤純正、「地表面に近
い大気の科学」p.279

6-8月の平均気温
と米の作況指数

常に、リスクの高い土地に

進出してきた、という指摘
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3.気候変動と要因の診断

3‐1診断と誤診断

・北極圏(永久凍土の上の建物など)、ハリケーン、

ツバル、マラリア

3‐2 自然要因

・海洋、太陽、火山

3‐3 人為的要因

・エアロゾル、土地利用
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中国やインドから排出されるススによる気候影
響のシミュレーション

サハラ砂漠の高温や中国南部の洪水が説明
できる可能性がある

(ハンセンのグループの計算結果、Science, 2002年9月
27日号、2250ページより)

気温変化 降水量変化

パキスタンの洪水[過度の灌漑]
バングラデシュの動く島[マングローブ伐採]
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4. 対策とエネルギー

4.1. 気候変動の全体像

・西洋的視点と東洋的視点

4.2  原発の問題点

・具体的問題点ー技術的、経済的、社会的

4.3 エネルギー政策と技術

・自動車、バイオ燃料、石炭、潮汐力、太陽
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-61-

地球温暖化地球温暖化((気候変動気候変動))

人為的要素
温室効果ガス、エアロゾル、土地改変

人為的要素
温室効果ガス、エアロゾル、土地改変

自然変動
太陽活動、火山、大気、海洋

自然変動
太陽活動、火山、大気、海洋

地球的 地域的 局所的地球的 地域的 局所的

地球的 地域的 局所的地球的 地域的 局所的

平均的 個別的

さまざまな要因さまざまな要因

いろいろな影響いろいろな影響

適当な対策適当な対策

原因原因

影響影響

対策対策
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伊藤公紀、「地球温暖化の心理学」、パリティ、2012年1月号
ニスベット『木を見る西洋人、森を見る東洋人』ダイヤモンド社

単純化の利点と弊害単純化の利点と弊害

単純化:

・西洋的感性

・科学に適する

・現実と乖離の傾向

・対策に不向き

単純化:

・西洋的感性

・科学に適する

・現実と乖離の傾向

・対策に不向き
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R. E. Nisbett and T. Masuda, Proc. 
Nat. Acad. Sci., 100 (2003) 11163-
11170.

R. ニスベット『木を見る西洋人、森を見
る東洋人』(ダイヤモンド社)

西洋 : 性質に注目

東洋 : 関係に注目

観点の多様性

西洋 : 性質に注目

東洋 : 関係に注目

観点の多様性

どの2つを一緒
にするか?

最近の社会認知論・心理学の成果最近の社会認知論・心理学の成果

63



「ターゲット」の花をどちら
のグループに入れるか

「ターゲット」の花をどちら
のグループに入れるか

R. E. ニスベット 「木を見る西洋人、
森を見る東洋人」 p. 161
R. E. ニスベット 「木を見る西洋人、
森を見る東洋人」 p. 161

「家族的類似性(東洋

的)と規則(西洋的)のど

ちらにもとづいて類似

性が判断されるか」

「家族的類似性(東洋

的)と規則(西洋的)のど

ちらにもとづいて類似

性が判断されるか」
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西洋的なものの見方、考え方の特徴

分析的、理想化、単純化、狭い、好奇心、文脈無視

科学に向く [特に純粋科学]

西洋的なものの見方、考え方の特徴

分析的、理想化、単純化、狭い、好奇心、文脈無視

科学に向く [特に純粋科学]

東洋的なものの見方、考え方の特徴

総合的、現実的、複雑、広い、訳知り顔、文脈重視

実務・対策に向く [環境学、医学]

東洋的なものの見方、考え方の特徴

総合的、現実的、複雑、広い、訳知り顔、文脈重視

実務・対策に向く [環境学、医学]

健康的 病的
非合理 混沌、一体、

東洋医学
混乱、停滞

合理 整然、調和、
西洋科学

合理的愚か者

東西メンタリティの整理例(伊藤、『パリティ』、2012年1月号) 65



http://www.washingtonpost.com/blogs/achenblog/wp/2013/03/07/forecas
ts‐and‐probabilities/

Forecasts and probabilities
Posted by Joel Achenbach on March 7, 2013 

「モデル予報は大雪だったが、雪はあまり降らなかった。」
「しかし、コンピューターモデルを責めるよりも、私は嵐を責
めたい。モデルは良かった。自然のせいで台無しになったの
だ。」J. アシェンバッハ (レポーター、ワシントンポスト紙)

予報積雪 観測積雪

つい先日の例 (アメリカ東海岸の積雪予報)つい先日の例 (アメリカ東海岸の積雪予報)

5 cm 25 cm15 cm2.5 cm

25～45 cm以上25～45 cm以上

18～36 cm18～36 cm

12～25 cm12～25 cm
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対策・政策対策・政策

*脆弱性・回復性に着目 持続性

*文脈を重視 エネルギー形態等、適材適所

*脆弱性・回復性に着目 持続性

*文脈を重視 エネルギー形態等、適材適所

科学は西洋的視点で

対策は東洋的視点で

科学は西洋的視点で

対策は東洋的視点で

分析的・理想主義
vs

総括的・現実主義

分析的・理想主義
vs

総括的・現実主義

原因除去
vs

回復力強化

原因除去
vs

回復力強化

参考: R. ニスベット『木を見る
西洋人、森を見る東洋人』(ダ
イヤモンド社)
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4. 対策とエネルギー

4.1. 気候変動の全体像

・西洋的視点と東洋的視点

4.2  原発の問題点

・具体的問題点ー技術的、経済的、社会的

4.3 エネルギー政策と技術

・自動車、バイオ燃料、石炭、潮汐力、太陽
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・温暖化対策

・エネルギー密度

・エネルギー安全保障

・日本の技術力

・発電コストの安さ

・核武装の可能性

日本が原子力を推進する理由

図：「原子力立国計画」資源エネルギー庁(2006年) 環境情報谷生研・出脇氏協力

原発の問題点原発の問題点

参考:
「事故時30 km
圏内」の面積
= 706.5 km2

69



技術面

安全対策－事故のリスク評価と安全神話

放射性廃棄物処理－技術未完成・処分場未定

高速増殖炉－冷却用溶融ナトリウム漏れ

経済面

ウラン資源－埋蔵量は70年分程度
コスト－従来値は問題大(揚水発電分を除外etc.)

社会面

労働問題－放射能被曝と使い捨て(「原発ジプシー」)
格差問題－補助金依存と地域格差

安全保障問題－プルトニウム蓄積と核拡散

原発の問題点
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原発事故の確率

伊藤公紀『これだけ
知っていれば安心! 放
射能と原発の疑問50』
日本評論社, p.3

全世界で430基の原発
6250炉年/430炉 = 約15年に一度の大事故
スリーマイル島、チェルノブイリ、福島(40年で3回)
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http://cnic.jp/english/newsletter/nit125/nit125articles/rokkasho.html

“Liquid Fed Ceramic Melter”
(LFCM)
液体供給セラミクス溶融炉

*炉材の寿命～5年

*大型化可能 (3mx3mx3m)

*炉下部に白金族元素が蓄積、
溶融ガラスの降下を妨害

*炉温度の1200℃保持不能

フランス式: 
放射性廃棄物の「乾燥・酸化物
化」と「ガラス固化」の二段型

*インコネル(Ni主成分合金)製
溶融炉の寿命、6ヶ月～1年

*誘導加熱、スケールアップ困難

高レベル放射性廃棄物処理－ガラス固化体
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1)岩盤の厚さと大きさが十分で、十分な深さにある。

2)地下水の条件が単純で良くわかっていて、周囲が水を通しにくい。

3) 地質学的に長い安定な歴史を持ち、活断層がなく、地震が頻発しない。

4) 熱伝導率が適当である。

5) 化学的条件が適切である。イオンの吸着量や交換量が大きく、熱的に安

定である。

6) 開発をしたくなるような資源の埋蔵がない。

7) 資源開発が行われたことがない。

8) 処分場の建設や操業に適していて、埋め戻しと密閉ができる。

イギリスでは、この条件を満たす地点が
国内に100か所、国土の面積の約16%
日本は?

ガラス固化体の最終処分に適した場所の条件

伊藤公紀『これだけ知ってい
れば安心! 放射能と原発の
疑問50』日本評論社, p.9
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http://www.wwf.de/downloads/publikationsdatenbank/ddds/30496/

電気自動車のCO2排出評価(Life Cycle Analysis)電気自動車のCO2排出評価(Life Cycle Analysis)

World Wildlife Foundation (WWF) + IZES, a German institute for future energy systems World Wildlife Foundation (WWF) + IZES, a German institute for future energy systems 

最近の多面的な評価例

ディーゼル ガソリン

電気自動車

天然ガス

石炭

間接的CO2放出
走行時CO2放出

直噴

微粒子除去フィルター
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http://matome.naver.jp/odai/2134564677756415601

インドのタタ、圧縮空気で動くクルマ発売
発生馬力こそ15／22馬力となっているが、最高速度は時速90／
110km。シャシー内にカーボンファイバー製のタンクを搭載し、ちょ
うど3分という短時間で圧縮空気の補充が完了。圧縮空気だけで
移動して4時間の走行が可能だという。さらにガソリンエンジンコン
プレッサーを搭載することで、走行距離の延長を図ることも可能で、
加えて長距離旅行などの場合には多種の液体燃料を使用できる
バーナーで空気を暖めることで圧縮空気の圧力を高め、800kmの
走行もできるようになるという。その場合でも、約66km／L、約
59km／Lの燃料消費率だというから驚き。

圧縮空気車って何？
圧縮空気車 (compressed air car) は、圧縮空気を内燃機関の動
力とする自動車のこと。走行中に空気以外の排気ガスを出さない。
タタ・モーターズ（インド）、MDI（フランス）を含む複数の企業で、試
作車の開発が推進されている。

・車体を軽くできる（少ないエネルギーで車体を動かせる）。
・高価な素材をほとんど使わない。
・走行時のCO2、NOx排出量がゼロ。

・製造コストが安い。

空気自動車・圧縮空気車
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伊藤・本藤、「バイオ燃料の可能性とリスク」、現代化学、2007年10月号、52-58
元データはZah et al., EMPA report, 2007

バイオ燃料はカーボンニュートラル?
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伊藤・本藤、「バイオ燃料の可能性とリスク」、現代化学、2007年10月号、52-58

元データはZah et al.,
EMPA report, 2007
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渡邉信「石油生成藻類を利用した新エネルギー開発」、『学士会会報』No.899 (2013-II), pp.53-56

石油生成藻類

・B重油(残渣油+軽油)相当の性質

・既存の石油精製システムを利用

可能

・乾燥重量の20-80%のオイルを蓄

積

・ボトリオコッカスはオイルパー

ムの3-6倍の生産効率、オーラン

チオキトリウムはその10倍

・活性汚泥の代わりに使用可能
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渡邉信「石油精製藻類を利用した新エネルギー開発」、
『学士会会報』No.899 (2013-II), pp.53-56

世界の石油需要量、約50億トン
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中垣喜彦(電源開発)
www.brain-c-jcoal.info/news_images/cleancaolbukai_02_nakagaki.pdf

中垣喜彦(電源開発)
www.brain-c-jcoal.info/news_images/cleancaolbukai_02_nakagaki.pdf

石炭火力発電の重要性石炭火力発電の重要性

石炭 石油 天然ガス 原子力 水力 その他

発電内訳

81



石炭火力発電の効率(国別)石炭火力発電の効率(国別)

Wina Graus (w.graus@ecofys.com), Ecofys Netherlands bv Project number: PECSNL084467, 
November 2009

日本

インド中国

米国
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谷明人(資源エネル
ギー庁)
eneken.ieej.or.jp/d
ata/pdf/1428.pdf

火力発電における
SOx, NOx発生量
の各国比較

(g/kWh)

火力発電における
SOx, NOx発生量
の各国比較

(g/kWh)

日本の技術について日本の技術について

有効利用すべき有効利用すべき

アメリカでも健康
被害あり

死亡23,600/年

損失労働時間
3,186,000 h

アメリカでも健康
被害あり

死亡23,600/年

損失労働時間
3,186,000 h

http://earthpolicy.org/Updates/2008/Update70_data.htm 83



http://www.asahi.com/business/gallery_e/view_photo_feat.html?09economy-pg/TKY201003070318.jpg

温泉発電広がるか ６０度でＯＫ、設備も小型

地熱バイナリー発電地熱バイナリー発電

九州電力・八丁原（はっちょうばる）地熱発電所
出力11万kW
バイナリー発電施設は2千kW (沸点36℃のペン
タン使用),発電単価６～７円前後/kWh

バイナリー発電に有望な53～120℃の
地熱資源が合計833万キロワット分あ
るとの推計。現在稼働している地熱
発電設備の合計53万キロワットの約
16倍、中型の原発約8基分にあたる。
通常の地熱発電の有望資源と合わせ
ると1,258万キロワットに上る。

通常の地熱発電は160℃以上必要
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http://blog.livedoor.jp/scien_/archives/17825244.html

進化型の地熱発電

・高温岩盤発電

(マグマ発電)
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http://www.hitachi.co.jp/environment/showcase/solution/industrial/micro.html

エネルギー回収システム(マイクロ水力発電)エネルギー回収システム(マイクロ水力発電)

オフィスビルやホテル、病院、工場の空調設備、工業用
水の配管設備などには、冷却水や循環水といった、こ
れまで見逃されていた未利用の水力エネルギーがあり
ます。日立産機システムは、これを利用して10kW以下
のマイクロ水力発電を行う「エネルギー回収システム」
を提案しています。

富士ゼロックス岩槻事業所(埼
玉県)の例。
空調設備の冷水を利用して発
電を行うエネルギー回収システ
ムを採用。システム第一号機とし
て稼働を始めた2003年以降、年
間約4万2,000kWhの電力を発電
し、廊下やエレベーターの照明
用などに利用。
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SCIENCE, VOL 315, 9 FEBRUARY 2007, p. 785

シリコンウェハー(厚さ～1mm)を厚さ数十ミクロンにスライス、

コストを数分の1に (4.5ドル/W 1ドル/W)

Si太陽電池の工夫Si太陽電池の工夫

価格現状例
35.3V、4.76A。Wあたりの単
価が500円ちょっとのもっとも
コストパフォーマンスが高い太
陽電池です。
http://www.greenpost.jp/02_ne/
pv/004_pvtable.html

Sliver cell

短冊形太陽電池
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E. Franklin, V. Everett, A. Blakers, and K.Weber, “Sliver Solar Cells: High-Efficiency, 
Low-Cost PV Technology,” Advances in Opto Electronics, (Hindawi Publishing 
Corporation), Volume 2007, Article ID 35383, 9 pages, doi:10.1155/2007/35383

短冊形に切って並べる

フレキシブル
にもできる
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http://www.dlr.de/tt/desktopdefault.aspx/tabid-2885/4422_read-6583

ヨーロッパとアフリカを
結ぶ電力網の計画

ヨーロッパとアフリカを
結ぶ電力網の計画

アフリカでの太陽エネルギー変換
・10 GW (1,000万kW)の電力を送る
ための送電線システムの比較
・直流の方がコンパクトになる

交流

高圧直流

超高圧直流

海底ケーブル(直流)の利用

ギリシャアドリア海(160 km)イタリア

深さ
1000 m

既設例既設例
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結びーどのように考えるか結びーどのように考えるか
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*温暖化・気候変動の科学は、やっと本格的に
なったところ(政策に使うのは無理)

*気候変動の要因は多い(自然変動大)

*CO2だけ見ると「合理的な愚か者」に!

*後悔しない(どっちに転んでも良い)政策、脆
弱性・回復力に着目した政策を

*気候変動対策とエネルギー政策を分ける!

*「合格点」のエネルギー源の使用・開発を
91



*都市のヒートアイランド現象
コストがかからない/マイナスになる政策も

*「アジア褐色雲」
地域環境に大きな影響を与えていることが判明

*「植生回復」―潜在植生に基づく宮脇方式など
自然に学ぶ植生管理法の活用

後悔しない政策と技術開発後悔しない政策と技術開発

*損失と後悔度を算出して比較する

*「どちらに転んでも良い」対策をしておくのが最善
例

不確実な状況への対応不確実な状況への対応

広い視点と多様な戦略から、より良い選択を!広い視点と多様な戦略から、より良い選択を!
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